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ルム、アセトン、「用紙）に溶麿Lた照j髪′5く）三ⅥL1む〉  

接されている水品振動子のれバを除j÷モノ、溶媒でセン  

サ素子1凍識通運H一）を洗った稜∴ センサ貢イ▲をこの膜  

物質溶液に浸Lて引 空㌫申でイパ幾溶掛ま蒸発  

ノ、 センサ素子東涯＝ニは葺膜Cつみが残るこノ コー ティ 

グ前後跡振動数変化の差を「胤㌦」としノて、膜厚の杵友  
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示すとおり、2．（仁3．㍗蠍和風度範［掛において、、1センサ  

の応答は、エタノ・一ル濃度に対する直線性が良いことを  
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当センサに求められる第エの条件は、ユタノール選択  

性が高いことである つまり、ユタノールに対Lて応答  
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で、選択件の高い膜を探す手段として、ユタノ←∵ル／水選  

相生（釘′癖を下記のように定義した〔エタノし一肛地利蒸  

気にネい一るセンサ応答と水の飽和蒸気に対するセンサ  

応答の比を£′′∫ダとL／た′」g′′′鍾′値が大きいほど、選択里芋  

高い膜といえる√つ  

」  【【⊥】“■W【」  

18  Z〔） Z．2  Z4  26  28  30  32 ：う′呈  

トニT‡1乙iri〔jいノ0ま（Z′ら   

野豆g閻酢既5□SensのrrCSPOnSCSOfac〔）≧まt∈∋dp宣cz¢CiectriccrシソSもal  

ag紘一†－StCnnCe－－暗涙朝一ポ頑張m正   

／Jlr▲．∫丁÷  仁で述べた測定手順に従うと、討謙摘涌吏 パ し＼は1、景  

準溶液）一層の測完ジニュfう分（吸着i〔分、冒夏着5分）  

を要するこ：Fig．5の検量線に…ま標準射同和則志を要する  

つまり、検量線のみに2時間を要する√ノ   

測定時間短縮のために、「⊥点検量トにより左偲を求  

めたぐ二 乙n％と3Jリの∴つ灯標準溶液Ⅵ測定倦（⊥Lき丁、、  

を結んだ直線（検量線）の傾きを克と定義したし′（訂皇g¢轟）  ユタノ・一ル飽和蒸気に汁㌻るセン町芯軋   

ぐ水飽和蒸気に軒弓るセン桝。〔答ニ  
と、㍍′  

／  3，望棉量纏約憧き（互低）   

宮地紆敵意軋隕二おいて、 ユタノー一ルセンサ∴ニ求めら  

トている避招ほ翫軒韓国ほ一之ぷ∵．2％〉である  

との方法で求めた嬉々グ澗撒億欄選択性ほ／膵トを許惣  

嫁に示すL全体的に、剛直な高分了一脹よりも液体の低分  

J′一摸♭′〕ノぎJ、が高い選択性をホLた。ニ の傾向の原因最深工  
区購雀ではかノゝ、．寅二も高い選肘づ三を示し′たのは月離万掛ごあ  

つ∴ニ   

き巨琵。§にすよ濃′三ゝ〕∴タノーールに汁尋、るセンサの検量繚を  

示す㌧タテ軸♂）Å鬼才フとはユタノール水㈲夜に汁尋る応答  

と濃度v空で「（純水・に対する応答明差であるノ訂長g色男が  

＼
 
 

′
 
 
董
 
 

㌧
h
 
 
∵
 
／
㌧
 
 

／／  

／／／   

／／   

／／   
1ま一．▲ ニーL二 ∴・∴L∴■1ゝ・丁一  

35藍き  

■t  

L   －    ■．  ．∵一  ・＋  ：■二        ’   、   

：こミ：こ1  

訂豆琶恩恵断e轟¢〔二aiibr言如こ〕山元か流転血通行併㍍潮かぬ隠  

断1茎g。？がノ存す ように、責妄も高い良値を示し／たのは、最  

も高いエタノ、′ノル／水選歌照± 圧′脾1を示し／た脂肪酸で  

ざ；1   



Jこノ㌔nlPh主1Pil汗k（速藩m鵜可革靴か澗捏1伊那宥鳳融  

㌘iez（）Clectric〔三rysてa】げ雄げ‰れか糟■k式敷路㌣女流  

古き7〔二lノ（イ岬∈フゐぎ∴ぎ）、〃伽h～′g・ト捏呼野症▲川南4画巌南外e鋸  

Press、手箋oc通路aton。223（lりり6）．  

（4）〔音ラA．Saue由cyりg．拘ゎ§▼・，息5§ぅ206〈1り5り）・  

は宅：くイオン性液体であったごJ  

非痩性書分子B（82kHzJ   阿闘  

有機アミンりL射招z）  匡彗   
詐極性書分子A（49kHz）  圏   
謳肪酪エステノL∠＼r27kHz）   

華極性案分子C（71kHz）  

植物）望A（27kHz）  

可塑訝B（29kHz）  琶  
可塑剤A（2BKHz）  白   

茶極性高分子D（45kHz）  堕  
可塑剤こご35≡汁1三）  

中性弓昌妨A（43kH三j  田   
非漆性悪分子巨（B7kHz）  圏  

詣抗生A（34kHz）  際翌   
有機アミ淡（53kJz）  

イオンて生液イ挙、√32くH二7 

50  100  150   

在ノHzソロ％  

訂壷監姐㌻e7巾甘hc友va盲uesoi、scnsor舅ims・Each△き「Ⅸノ†～7alueor  

e之もChse耶SOr言i皇mi§describedま琶1甲areヱ1血cses．  

15〔き  

イ  

ボ  
望   0  
曇 50  

・上⊂  

0－0 00   

50   

00  0 0  

30  40  50  0  10  20  

E′帆F   

計量g馳㌘e霧。〔二0汀elationbctwe錯tbevaluesofんandだ／′粁・  

訂量g窃塞が示すように、エタノール／水選択性（g／粁）と  

左他の間には、相関が見られなかった。  
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センサ膜物質の評価を、選択性（毘′′移り と検量線の傾  

き（友催）の二つの観点か仁）行った。選択性（釘粁）さ二っ  

いて最も高い選択性 は／粁）を示した膜ほ脂肪酸であっ  

た。▲方、検量線の傾き（女値）について最も高い成績  

を残した膜はイオン性液体であった。選択性（g／粁）と  

検量線の傾き（左値）の関係も調べたが、報関は見られ  

なかったご〕を値の熱力学的な意味については、現在検討  

中であるし 
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